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論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本研究は､NSAIDs服用患者において重篤な副作用である上部消化管潰癌出血に対する




する取 り組みを施設全体で実施 している｡その後､患者の追跡データを解析 した結果､プ
ロ トンポンプ阻害薬の併用は極めて有効であるとの知見を得ている｡本研究は日本人にお
ける有効で安全な NSAIDs使用に際 して重要な指針を提供するもので価値ある業績である
と認める｡
よって､本研究者は博士 (医学)の学位を得る資格があると認めるO
